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循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
、
平
成
13

年
４
月
か
ら
私
た
ち
が
普
段
利
用
す
る

身
近
な
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
T
V
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
）

の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

廃
家
電
製
品
の
適
正
処
理
及
び
資
源
の

有
効
利
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
液

晶
・
プ
ラ
ズ
マ
式
Ｔ
Ｖ
と
衣
類
乾
燥
機

が
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
追
加
品
目
と
な
り
ま
す
。

廃
棄
方
法
等
は
、
家
電
４
品
目
と
同

様
で
す
が
、
詳
細
は
、「
平
成
21
年
３

月
・
４
月
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
挟

込
チ
ラ
シ
）
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
対
象
と
な
る
次
の
品
目
家
電
を
廃

棄
す
る
と
き
は
、
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
の

手
続
き
を
し
て
、
み
ん
な
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
輪
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
品
目
例

１．
液
晶
T
V

・
H
D
D
・
D
V
D
内
蔵
液
晶
テ
レ
ビ

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
モ
ニ
タ
ー
（
チ

ュ
ー
ナ
ー
付
き
）

・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
（
電
池
を
除

く
）

・
着
脱
式
付
属
専
用
ス
ピ
ー
カ
ー

・
外
付
の
コ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
外
し
た

テ
レ
ビ
本
体

２．
プ
ラ
ズ
マ
T
V

・
H
D
D
・
D
V
D
内
蔵
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ

・
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
モ
ニ
タ
ー

（
チ
ュ
ー
ナ
ー
付
き
）

・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
（
電
池
を
除

く
）

・
着
脱
式
付
属
専
用
ス
ピ
ー
カ
ー

・
外
付
の
コ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り
外

し
た
テ
レ
ビ
本
体

３．
衣
類
乾
燥
機

・
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機

・
電
気
衣
類
乾
燥
機
（
ド
ラ
ム
式
）

※
洗
濯
乾
燥
機
は
電
気
洗
濯
機
と
し

て
既
に
対
象

・
外
付
の
コ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り
外

し
た
衣
類
乾
燥
機
本
体

な
お
、
携
帯
可
能
な
液
晶
T
V
、
T

V
受
信
付
き
携
帯
電
話
、
カ
ー
ナ
ビ
、

業
務
用
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
T
V
、
テ
レ

ビ
台
、
リ
モ
コ
ン
用
電
池
は
対
象
外
で

す
。
ま
た
、
衣
類
乾
燥
機
に
つ
い
て
も

衣
類
乾
燥
機
能
付
き
布
団
乾
燥
機
・
換

気
扇
・
ハ
ン
ガ
ー
・
ハ
ン
ガ
ー
掛
け
や

業
務
用
衣
類
乾
燥
機
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
等
で
使
用
の
コ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
内

蔵
型
衣
類
乾
燥
機
は
対
象
外
で
す
。

4
月
１
日
か
ら

「
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
T
V
」
と
「
衣
類
乾
燥
機
」
が

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。生

活
福
祉
課
（
５
８
）
８
２
０
３
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狂
犬
病
発
生
国

狂
犬
病
は
致
死
的
な
病
で
あ
り
、
日

本
で
は
、
昭
和
25
年
流
行
し
て
い
た
狂

犬
病
を
制
圧
す
る
た
め
狂
犬
病
予
防
法

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
、
昭
和

32
年
以
降
、
狂
犬
病
の
発
生
が
な
い
た

め
、
狂
犬
病
は
忘
れ
ら
れ
た
病
気
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
狂
犬
病
が
発
生
し
て

い
な
い
国
は
、
日
本
の
ほ
か
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
わ
ず
か
10
数
カ

国
に
過
ぎ
ず
、
今
も
世
界
の
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
狂
犬
病
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て

お
り
、
毎
年
五
万
人
を
超
え
る
方
々
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
に
平
成
18
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

野
犬
に
か
ま
れ
た
日
本
人
男
性
が
、
帰

国
後
発
病
し
数
日
後
に
死
亡
す
る
と
い

う
事
件
が
２
件
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
国
で
は
平
成
18
年
に
狂
犬
病
で
３
２

０
０
人
以
上
が
亡
く
な
り
、
翌
年
に
は

一
部
の
地
域
で
飼
い
犬
の
強
制
処
分
命

令
ま
で
出
ま
し
た
。

今
後
の
発
生
危
険
性

現
在
、
日
本
で
発
生
し
て
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
今
後
も
起
こ
り
得
な
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
動
物
の
輸
入
、
外
国

籍
船
か
ら
の
動
物
の
不
法
上
陸
、
外
国

か
ら
の
荷
物
（
コ
ン
テ
ナ
な
ど
）
に
動

物
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
狂

犬
病
に
感
染
し
た
犬
等
が
海
外
か
ら
侵

入
し
て
く
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

犬
等
に
お
け
る
感
染
事
例
が
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
も
、元
々

は
日
本
に
存
在
し
な
い
も
の
で
し
た
。

狂
犬
病
の
恐
さ

狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
治
療
法
が

あ
り
ま
せ
ん
。
意
識
は
は
っ
き
り
し
て

い
な
が
ら
強
い
不
安
感
と
痛
み
に
お
そ

わ
れ
、
精
神
錯
乱
・
全
身
け
い
れ
ん
・

麻
痺
な
ど
の
悲
惨
な
神
経
症
状
を
示
し
、

数
日
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
必
要
性

だ
か
ら
こ
そ
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
必
要
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
19
年
度
の
三
重
県

全
体
で
の
接
種
率
は
75
・
９
％
で
し
た
。

さ
て
、
玉
城
町
で
の
接
種
率
は
何
％

で
し
た
か
？
今
、
玉
城
町
で
発
生
し
た

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？
冒
頭
で
「
危

険
」
だ
と
言
っ
た
の
は
こ
の
た
め
な
の

で
す
。

飼
い
犬
の
管
理
義
務

狂
犬
病
予
防
注
射
以
外
に
も
、
狂
犬

病
予
防
の
た
め
に
飼
い
主
に
求
め
ら
れ

る
義
務
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

役
場
へ
の
登
録
は
し
て
い
ま
す
か
？

リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
い
で
飼
っ
て
い

ま
す
か
？

飼
い
犬
に
鑑
札
や
注
射
済
み
票
、
迷

子
札
な
ど
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
ら
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ

て
い
れ
ば
、
も
し
狂
犬
病
が
発
生
し
た

時
に
も
す
ば
や
い
対
応
が
と
れ
ま
す
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

４
月
に
は
町
内
各
所
で
集
合
注
射
が

行
わ
れ
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
ま
た
は

動
物
病
院
で
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
（
伊
勢
保
健
所
）

保
健
衛
生
室
衛
生
指
導
課
（
２
７
）
５
１
５
１

生
活
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
８
２
０
３

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
接
種
す
る
こ
と
が
犬
の
飼
い
主
に
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
狂
犬
病
予
防
法
第
５
条
）。
し
か
し
玉
城
町
で
の
平
成
19
年
度
の
接
種
率
は

64
・
７
％
で
し
た
。
実
は
こ
れ
、
大
変
危
険
な
数
字
で
す
。

何
が
危
険
な
の
か
。
今
回
は
狂
犬
病
と
そ
の
予
防
注
射
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
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月
31
日
、
第
１
回
『
美
し
国
お

こ
し
・
三
重
』
座
談
会
が
保
健

福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
、
31
団
体
42
人

の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
初
と
な
る
こ
の
取
組
み
は
、
平

成
21
〜
26
年
ま
で
の
６
年
間
に
わ
た
っ

て
、
三
重
県
や
市
町
、
団
体
、
企
業
な

Ta
m

a
k

i To
w

n
 R

ep
o

rt
注
目
の
話
題 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

ど
多
様
な
主
体
で
構
成
す
る
『
美
し
国

お
こ
し
・
三
重
』
実
行
委
員
会
が
推
進

す
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
す
。
そ
の
内
容
は
、
地
域
の
「
絆
」

づ
く
り
に
取
組
む
グ
ル
ー
プ
や
地
域
を

元
気
に
し
た
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
、

専
門
家
の
派
遣
・
人
材
養
成
研
修
機
会

の
提
供
・
財
政
支
援
な
ど
様
々
な

支
援
を
行
い
、
自
立
・
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く

も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
三
重
県
か
ら
委
託

を
受
け
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
進

行
役
を
つ
と
め
、
自
己
紹
介
や
事

業
の
概
要
説
明
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
県
内
各
地
で
同
様
の

取
組
み
が
行
わ
れ
る
他
、
町
内
で

は
、
概
ね
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
座

談
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回
『
美う

ま

し
国
お
こ
し
・
三
重
』

座
談
会
開
催

１

県内のトップを切って開催された“座談会”

月
30
日
、
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
翁
舞

里
帰
り
公
演
実
行
委
員
会
（
会
長：

西

右
一
朗
さ
ん
）
と
勝
田
流
通
能
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
福
寿
学
級
特

別
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
勝
田
流
家
元
の
八
田
英

巳
さ
ん
を
お
招
き
し
「
勝
田

能
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
特

別
講
座
を
開
催
。
能
楽
な
ど

伝
統
芸
能
の
持
つ
魅
力
や
、

玉
城
町
と
伊
勢
市
通
町
と
の

つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

能
の
演
目
「
熊
坂
」
が
披
露

さ
れ
る
と
、
会
場
は
厳
か
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
受
講
者

を
は
じ
め
、
約
１
３
０
人
の

皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
眼
差
し

で
舞
台
を
見
守
り
ま
し
た
。

福
寿
学
級
で
勝
田
流
家
元
が
特
別
講
座

１

「熊坂」の演舞



城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
各
界
の

第
一
線
で
活
躍
の
方
々
を
招
く

「
ふ
る
さ
と
講
演
会
」
が
１
月
10
日
保
健

福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
幼
少
時
代

を
玉
城
で
過
ご
さ
れ
、
現
在
、
美
和
ロ

ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
ま
た

日
本
ロ
ッ
ク
工
業
会
会
長
と
し
て
ご
活

躍
中
の
和
氣
正
雄
さ
ん
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

「
私
が
歩
い
て
き
た
道
、
そ
し
て
学

ん
だ
こ
と
」
と
題
し
、
幼
少
期
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
自
ら
の
実
体
験
に
基

づ
き
、
人
生
観
を
交
え
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
防
犯

は
日
頃
の
危
機

意
識
が
最
も
重

要
と
し
た
上

で
、「
盗
難
防
止

の
た
め
、
安
全

性
の
高
い
『
Ｃ

Ｐ
』
と
表
示
の

あ
る
カ
ギ
を
使

用
す
る
と
効
果

的
」
と
防
犯
意

識
の
向
上
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
和
氣
さ
ん
の
同
窓
生
と
共

に
田
丸
城
天
守
跡
で
玉
城
町
の
発
展
と

豊
か
な
自
然
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
Ｃ
Ｐ
マ
ー
ク
と
は
…

平
成
16
年
に
警
察
庁
か

ら
防
犯
性
能
の
高
い
建
物

部
品
の
目
録
が
公
表
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
防

犯
建
物
部
品
と
呼
び
、
Ｃ
Ｐ
マ
ー
ク
が

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。

第
３
回

『
ふ
る
さ
と
講
演
会
』
開
催

玉

城あとに夢を築くまち たまき　2009-34

T a m a k i  T o p i c s

記念植樹の後記念撮影する同窓生ら

月
10
日
、
有
田
小
学
校
で
創
立

百
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

在
校
生
、
卒
業
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
が
一
体

と
な
っ
た
有
田
小
学
校
創
立
百
周
年
実

行
委
員
会
（
会
長：

村
木
啓
之
さ
ん
）

が
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

体
育
館
で
の
式
典
は
、
村
木
実
行
委

員
長
の
挨
拶
、
小
学
校
に
ゆ
か
り
の
あ

る
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、
百
周
年
の
あ
ゆ

み
の
紹
介
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が
華

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
記
念
行
事
と
し
て
、

伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
迎
え

て
の
音
楽
鑑
賞
、
長
更
・
妙
法
寺
区
の

皆
さ
ん
に
よ
る
有
田
神
社
の
獅
子
舞
が

特
別
に
舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
中
央
に
櫓
が
組
ま
れ
た
運

動
場
へ
移
動
。
祝
い
事
に
付
き
物
の

『
餅
撒
き
』
が
行
わ
れ
、
小
雪
が
舞
う
中

で
し
た
が
、
在
校
生
・
卒
業
生
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
ら
が
集
ま
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

「
有
田
小
百
周
年
記
念
誌
」

発
行
の
お
知
ら
せ

内
　
容

学
校
沿
革
史
、
人
文
字

航
空
写
真
、
本
年
度
全
児
童
写
真
・

寄
せ
書
き
、
卒
業
写
真
・
名
簿
な
ど

（
Ａ
４
版
　
約
１
５
０
ペ
ー
ジ
）

価
　
格

１
冊
　
２
０
０
０
円

申
　
込

百
周
年
実
行
委
員
会
事

務
局
（
有
田
小
学
校
内
）
T
E
L
５

８
―
７
４
９
７

有
田
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典

１

有田小百周年記念事業

第3回ふるさと講演会

※
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お
知
ら
せ
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rm
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n
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３
月
１
〜
７
日
は

春
の
全
国
火
災
予
防
週
間

総
務
課
　
（
５
８
）
８
２
０
０

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
３
月
１
日
〜
７
日
ま

で
の
一
週
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。
玉
城
町
消
防
団
で
は

火
災
予
防
の
啓
発
の
た
め
町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。

《
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

▼
日
　
程

２
月
28
日
（
土
）
午
前
中

最
近
、
不
審
火
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
や
燃
え
や
す
い
も
の
を
家
の
近
く
に
置
く
こ
と

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
電
気
の
漏
電
に
よ
る
火
災
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
、
心
が
け
で
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▼
職
　
　
務

○
一
般
家
庭
の
火
災
予
防
の
啓
発

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
災
害
時
要
援
護
者
へ

の
指
導

○
町
消
防
行
事
等
の
支
援
活
動

○
毎
月
１
回
の
点
検
及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▼
待
　
　
遇

消
防
団
員
は
、
法
に
基
づ
き
非
常
勤
の
特
別
公
務
員

に
な
り
ま
す
。
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、
玉
城
町
消
防
団

条
例
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

応
募
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
総
務
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

玉
城
町
消
防
団
女
性
団
員
募
集

総
務
課
　
（
５
８
）
８
２
０
０

町
消
防
団
で
は
、
次
の
よ
う
に
女
性
消
防
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
資
格
要
件

満
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
女
性
で
、
町

に
住
居
し
防
災
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
　
（
５
８
）
８
２
０
３

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ブ
レ
ス
」
巡
回
相
談

▼
日
に
ち

３
月
４
・
18
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対

す
る
国
の
補
助
制
度
の
ご
案
内

国
は
、
太
陽
光
発
電
導
入
量
の
飛
躍
的
な
拡
大
を
図

る
た
め
、
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
20

年
度
の
対
象
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限

３
月
31
日
ま
で

▼
補
助
金
額

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出

力
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
７
万
円

▼
対
象
者

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
個
人
で
電
灯
契
約
を
し
て
い

る
人
。
但
し
、
事
前
着
工
及
び
工
事
済
み

の
シ
ス
テ
ム
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
シ
ス
テ
ム

左
記
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

①
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
換
効
率
が
一
定
の
数
値

を
上
回
る
こ
と
。

②
一
定
の
品
質
・
性
能
が
確
保
さ
れ
、
設
置
後
の
サ
ポ

ー
ト
等
が
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

③
最
大
出
力
が
10
ｋ
ｗ
未
満
で
か
つ
シ
ス
テ
ム
価
格
が

70
万
円
（
税
抜
）
／
ｋ
ｗ
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
特

殊
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
別
途
規
定
。）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
Ｊ
―

Ｐ

Ｅ
Ｃ
（
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
）

http://w
w
w
.j-pec.or.jp/

を
ご
覧
下
さ
い
。

【
受
付
窓
口
及
び
お
問
合
せ
】

津
市
島
崎
町
３
１
４

特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
重
総
合
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

（
三
重
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
セ
ン
タ
ー
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
９
―
２
５
３
―
４
１
９
７



立春を過ぎ暖かな日が続いております。様々な意
味で春が待ち遠しいこの頃であります。

1月31日に「美
うま

し国おこし・三重」の座談会が開
催され、予想を大きく上回る42名の参加をいただき
ました。みなさん“いきいき”とされており、まち
の勢いを改めて感じたところです。みなさんの様々
な活動が少しでもグループの活性化や、ひいてはよ
り良いまちづくりにつながるよう、県と力を合わせ
て支援していく所存であります。

2月11日に社会福祉協議会が主催する社会福祉大
会に参加しました。福祉協力校の田丸小学校６年生
のみなさんが、「外城田川をきれいにしよう」をテー
マに様々な活動をしてくれました。ゴミの減量、生
き物再生、緑化推進・・・　活動を発表するこども
達の表情からは、一種自信めいたものが感じられま
した。私たち大人もこどもたちから教わるところが
多い気がします。

先日から企業を訪ねる機会がありました。現下の
経済情勢により、どこも非常に厳しい状況であると
のことでしたが、どの企業も悲観せず、不景気に負
けないよう懸命に努力しておられ、非常に力強く感
じると共に、町としてもしっかりと取り組まなけれ
ばと感じたところです。

いよいよ22日は市町対抗駅伝であります。来月号
ではたまきチームの勇姿をお届けできることと思い
ます。どうぞお楽しみに・・・

確定申告の受付期間中であります。申告はお早め
にお願いします。

COLUMN in March,2009

町長

コラム
町長

コラム

平成21年2月16日　町長室にて

玉城町長

城あとに夢を築くまち たまき　2009-36

福
寿
学
級
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
　
（
５
８
）
８
２
１
２

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
（
５
８
）
７
３
７
３

▼
日
に
ち

３
月
13
日
（
金
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

「
認
知
症
の
あ
れ
こ
れ
」

▼
講
　
師

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
病
院

織
部
　
裕
明
先
生

※
今
回
の
福
寿
学
級
は
教
育
委
員
会
と
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）
の
合
同
で
開

催
し
ま
す
。

平
成
21
年
（
第
22
回
）

玉
城
町
桜
ま
つ
り
開
催

農
林
商
工
課
　
（
５
８
）
８
２
０
４

今
年
も
玉
城
町
の
シ
ン
ボ
ル
・
桜
の
花
が
咲
く
頃
、

『
玉
城
町
桜
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
に
根
ざ

し
た
祭
り
に
、
ぜ
ひ
、
家
族
・
友
人
・
隣
近
所
を
お
誘

い
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち

４
月
５
日
（
日
）

▼
場
　
所

田
丸
城
跡

詳
細
は
後
日
、
新
聞
折
込
広
告
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

囲
碁
大
会
開
催

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

町
の
囲
碁
愛
好
者
が
集
ま
り
、
次
の
よ
う
に
囲
碁
大

会
を
開
き
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
　
時

３
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
受
付
　
10
時
開
催

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

▼
参
加
費

５
０
０
円

▼
主
　
催

文
化
協
会
　
囲
碁
部
会

ハ
ン
デ
ィ
戦
で
行
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
参
加
で

き
ま
す
。
３
位
ま
で
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
参
加
賞
、
昼

食
券
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
玉
城
碁
会
　
代
表
　

田
さ
ん
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
（
５
８
）
４
３
７
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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保健（母子） 

子育て 

保健（成人） 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

要 

― 
3月13日(金) 
26日(木） 

13日 
10：00～11：30 

26日 
10：00～11：30 
13：00～14：30

保健福祉会館 

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相談・
助産師のおっぱい相談
（26日午前のみ） 

生後2カ月～
未就園のお子
さん 

乳幼児相談 

おっぱい相談
のみ要予約。 
母子手帳をお
持ちください。 

3月13日（金） ７カ月児相談 13：00～13：15 
(受付時間） 

保健福祉会館 

はな♪はな♪おはなし
会さんの絵本の読み聞
かせ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談 

平成20年7月16日
～8月15日生まれ
のお子さん 
前回未受診のお子さん 

― ※該当児には個
人通知します。 

3月11日（水） 1歳6ヵ月児 
健康診査 

12：50～13：20 
（受付時間） 

保健福祉会館 
小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など 

平成19年7月1日
～8月31日生ま
れのお子さん 
前回未受診のお
子さん 

― ※該当児には個
人通知します。 

要 4月2日（木） 10：20～11：45 保健福祉会館 
離乳食の講話と試食 
（初期～中期） 

生後7ヵ月まで
のお子さんとそ
の保護者 

離乳食教室 母子手帳をお
持ちください。 

要 3月5日（木） 
13：15～13：30 
（受付時間） 

保健福祉会館 

歯科衛生士による歯
の講話・寝かせ磨きの
指導・歯科健診・フッ
化物塗布の体験 

平成18年11月1日
～平成19年1月31
日生まれのお子
さん 

歯っぴい教室 母子手帳をお
持ちください。 

子育て支援＆保健事業カレンダー　健康管理センター（58）7373

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

3月5日（木） ２歳児のお子さん
集まれー！ 

10：30～11：30 保健福祉会館 成長の記録をつくろう 
H17.4.2～H18.4.1

生まれのお子さん 

3月19日(木） 

3月4日(水） 

毎週 
月～金曜日 

10：30～11：30 保健福祉会館 手作りおもちゃをつくろう ０・１歳のお子さん ― 

― 

10：00～15：00
保健福祉会館 

（幼児児童福祉室） 

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩
みの相談にも応じます。 

子育て中の親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎） 

― 

０．１ひろば 

子育て支援 
タイム 
「にこにこ」 

土・日・祝日は
休み 

10：30～11：30 保健福祉会館 
ベビーマッサージの
指導や育児相談など 

生後6ヵ月未
満のお子さん
とその保護者 

ベビーマッサージ 
教室 

講師：幸（ゆき）母
乳育児相談室　
助産師　中村幸
美さん  
母子手帳をお持
ちください。 

3月2・9・ 
23日(月） 

3月5日(木） 

10：00～11：30 保健福祉会館 
手遊び、レクリエーション、
簡単なストレッチ体操、「わ」
クラブによる体操など 

40歳以上の方 ― 

9：30～11：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に
関する相談 

40歳以上の方 ― 

いきいき 
クラブ 

健康相談 

毎週 
火・金曜日 
第2土曜日 

【火・金】 
13：30～16：45 
【土】 
9：00～11：45

玉城病院 

【40歳以上】 
マンモグラフィ検診・超音
波検診・医師の視触診 
【30～39歳】 
超音波検診・医師の視触診 

30歳以上の女性 要 
個別 
乳がん検診 

料金 
40歳以上：1,200円 
30～39歳：700円 
年度内は１人１回
に限ります。 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 
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T a m a k i  T o p i c s

少
し
ず
つ
寒
さ
が
や
わ
ら
ぎ
、
春
の
兆
し
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
３
月
は
旅
立
ち
の

季
節
で
す
ね
。
お
こ
さ
ん
の
成
長
が
実
感
で
き
る
と

き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
月
は
「
心
を
抱い

だ

く
」
と
い
う
言
葉
を
ポ

イ
ン
ト
に
お
話
し
し
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と

き
、
な
ん
て
優
し
く
美
し
い
言
葉
だ
ろ
う
と
感
動
し

ま
し
た
。
子
育
て
で
は
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
大
切
だ

と
あ
ち
こ
ち
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
抱

っ
こ
す
る
と
い
う
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
大
切
で
す
。
で

も
、
体
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
は
な
く
、
心
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
「
心
を
抱い

だ

く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

基
本
的
に
こ
ど
も
は
親
の
思
い
通
り
に
は
い
か
な

い
も
の
で
す
。
親
に
な
っ
た
ら
「
こ
ん
な
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
持
つ
の
は
当
た
り
前
で

す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
親
の
願
い
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う

親
の
願
い
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
こ
ど
も
の
心
は

離
れ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
ど
も
は
こ
ど
も

な
り
に
日
々
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
、

感
情
が
わ
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
り
の
ま
ま

の
心
を
、
親
や
大
人
が
認
め
「
わ
か
っ
た
よ
」
と
言

っ
て
あ
げ
れ
ば
、
こ
ど
も
は
ゆ
っ
た
り
と
安
心
す
る

の
で
し
ょ
う
。
「
し
ん
ど
い
と
き
も
あ
る
よ
ね
」
「
あ

な
た
な
り
に
頑
張
っ
て
る
よ
ね
」「
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
す
て
き
だ
よ
ね
」
と
こ
ど
も
の
心
を
抱い

だ

け
る
大
人

が
ひ
と
り
で
も
多
く
な
っ
た
ら
、
こ
ど
も
た
ち
は
自

分
の
こ
と
も
お
友
だ
ち
の
こ
と
も
大
切
に
し
て
、
自

分
な
り
の
力
を
発
揮
し
、
人
生
を
歩
い
て
い
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
「
心
を
抱い

だ

く
」
こ
と
の
で
き
る
大
人
に

な
り
た
い
と
心
の
底
か
ら
思
う
の
で
す
。

子
育
て
総
合
支
援
室
　
T
E
L
（
５
８
）
７
３
７
３

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

⑩
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労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

三
重
労
働
局
総
務
部
　
労
働
保
険
徴
収
室

０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
０
０

平
成
21
年
度
か
ら
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
時
期
が

変
わ
り
ま
す
。

▼
内
　
容

ミ
ニ
ミ
ニ
卒
業
式

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
T
E
L
５
８
―
６
９
１
５
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち

３
月
10
日
（
火
）・
20
日
（
祝
）
・
30
日
（
月
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち

３
月
11
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

平
成
20
年
度
ま
で
　
４
月
１
日
〜
５
月
20
日

↓

平
成
21
年
度
か
ら
　
６
月
１
日
〜
７
月
10
日

○
算
定
期
間
は
従
来
ど
お
り
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
年
度
更
新

申
告
書
の
発
送
も
、
申
告
時
期
に
あ
わ
せ
６
月
初
旬

と
な
り
ま
す
。

○
年
度
更
新
の
時
期
が
、
社
会
保
険
の
算
定
基
礎
届
の

提
出
時
期
と
重
な
り
ま
す
の
で
手
続
き
の
準
備
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
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こ
の
制
度
に
は
、
分
娩
を
取
り
扱
う
病
院
、
診
療

所
や
助
産
所
（
分
娩
機
関
）
が
加
入
し
ま
す
。

補
償
対
象

制
度
に
加
入
し
て
い
る
分
娩
機
関
に
お
い
て
「
出

生
体
重
２
０
０
０
ｇ
以
上
か
つ
妊
娠
33
週
以
上
」、
ま

た
は
「
妊
娠
28
週
以
上
で
所
定
の
要
件
に
該
当
し
た

場
合
」
で
出
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
、
身
体
障
害
者
障

害
程
度
等
級
１
級
、
ま
た
は
２
級
相
当
の
重
度
脳
性

ま
ひ
と
な
っ
た
場
合
に
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
先
天
性
の
要
因
等
に
つ
い
て
は
補
償
の
対
象
外
）

補
償
水
準
・
掛
金

補
償
の
対
象
と
認
定
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
、

看
護
・
介
護
の
た
め
、
一
時
金
６
０
０
万
円
と
分
割

金
が
20
年
に
わ
た
り
総
額
２
４
０
０
万
円
、
計
３
０

０
０
万
円
が
補
償
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
お
産
一
件
ご
と
に
分
娩
機
関
が

３
万
円
の
掛
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
掛
金
相
当
分
の

分
娩
費
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
保

険
か
ら
給
付
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
も
、
平
成
21

年
１
月
か
ら
３
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

個
人
負
担
は
、
実
質
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

産
科
医
療
補
償
制
度

平
成
21
年
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

お
産
の
現
場
で
は
、
予
期
せ
ぬ
出
来
事
が
起
こ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
産
科
医
療
補
償
制
度
」

は
、
お
産
を
し
た
と
き
に
な
ん
ら
か
の
理
由
で
重
度
の

障
害
を
お
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
こ
と
を
考

え
た
仕
組
み
で
、
本
年
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
、

（
１
）
通
常
の
妊
娠
・
分
娩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
娩

に
関
連
し
て
重
度
脳
性
ま
ひ
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
速
や
か
に
補
償
を
受
け
ら
れ
、

（
２
）
重
度
脳
性
ま
ひ
の
発
症
原
因
が
分
析
さ
れ
、
再

発
防
止
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産

科
医
療
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
、
安
心
し
て
赤

ち
ゃ
ん
を
産
め
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
広
域
環
境
組
合
の
入
札
制
度
に

つ
い
て

伊
勢
広
域
環
境
組
合
　
経
理
係
（
３
７
）
１
２
１
８

４
月
１
日
か
ら
伊
勢
広
域
環
境
組
合
の
入
札
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。
入
札
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直

接
組
合
に
お
問
合
せ
て
い
た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
伊
勢
広
域
環
境
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.isekouiki.or.jp/

を
ご
覧
下
さ
い
。

三
重
大
学
吹
奏
楽
団
　

第
53
回
定
期
演
奏
会

▼
日
に
ち

３
月
５
日
（
木
）

▼
時
　
間

開
場
午
後
６
時

（
開
演
30
分
後
）

▼
場
　
所

中
京
大
学
文
化
市
民
会
館
プ
ル
ニ
エ
ホ
ー
ル

▼
日
に
ち

３
月
７
日
（
土
）

▼
時
　
間

開
場
午
後
３
時
30
分

（
開
演
30
分
後
）

▼
場
　
所

四
日
市
市
文
化
会
館
第
１
ホ
ー
ル

▼
曲
　
目

「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
の
寡
婦
」（
Ａ
・
ハ
チ

ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
）
他

▼
入
場
料

大
学
・
一
般
　
前
売
　
　
９
０
０
円

当
日
　
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
前
売
　
　
５
０
０
円

当
日
　
　
６
０
０
円

前
売
券
の
お
求
め
・
お
問
合
せ

矢
頭
　
０
８
０
―
３
６
４
６
―
３
０
７
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　m

usb@
m
ail.goo.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://m

usb.w
eb.fc2.c

om
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T a m a k i  T o p i c s

暦
の
上
で
は
、
寒
さ
の
峠
も
「
ソ
ロ
ソ
ロ
越
え

よ
う
か
！
」
あ
る
い
は
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
越
え
た

か
な
？
」
と
い
う
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
今
日
こ
の
頃
…
。
暖
か
い
部
屋
の

中
で
、
色
々
な
本
と
出
会
う
の
も
こ
の
時
期
な
ら

で
は
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
読
み
ご
た
え
の
あ
る
旬

の
本
・
話
題
の
本
を
取
り
揃
え
、
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー

ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

玉
城
町
図
書
館
（
５
８
）
８
２
１
２

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

妊
産
婦
の
み
な
さ
ん

へ
の
お
願
い

加
入
し
て
い
る
分
娩

機
関
で
は
、
産
科
医
療

補
償
制
度
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
院
内
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
に

加
入
し
て
い
る
分
娩
機

関
の
一
覧
は
産
科
医
療
機
能
評
価
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.sanka-hp.jcqhc.or.jp/search/index.php

）

●
購
入
図
書

福
岡
伸
一
「
生
物
と
無
生
物
の
あ
い
だ
」、
神
谷
秀
樹

「
強
欲
資
本
主
義
ウ
オ
ー
ル
街
の
自
爆
」、
許
　
永
中

「
日
本
の
闇
を
背
負
い
続
け
た
男
」、
畑
中
美
樹
「
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
」
、
百
瀬
尚
樹

「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
！
」、
中
野
ジ
ェ
ー

ム
ズ
修
一
「
体
が
若
返
る
10

の
生
活
習
慣
」
、
山
下
貴
光

「
屋
上
ミ
サ
イ
ル
」、
河
岡
義

裕
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
危
機

（
ク
ラ
イ
シ
ス
）」、
福
岡
伸
一

「
で
き
そ
こ
な
い
の
男
た
ち
」、

ソ
ー
ニ
ャ
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

「
サ
レ
ン
ダ
ー
」

（
絵
　
本
）

中
川
ひ
ろ
た
か
他
「
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た
」、

か
が
く
い
ひ
ろ
し
「
だ
る
ま
さ
ん
と
」

（
生
　
活
）

池
田
暁
子
「
必
要
な
も
の
が
ス
グ
に
！
と
り
出
せ
る

整
理
術
！
」、
丸
山
景
右
「
家
族
が
笑
顔
に
な
る
無

垢
の
木
と
漆
喰
・
和
紙
で
つ
く
る
自
然
素
材
の
家
」

（
健
　
康
）

久
野
信
彦
「
老
筋
力
」、「
体
が
若
返
る
10
の
生
活

習
慣
」、
菊
池
和
子
「
体
が
変
わ
る
！
『
き
く
ち

体
操
』」

図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館

ま
で
お
願
い
し
ま
す
（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、

購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。
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な
お
、
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
る
分

娩
機
関
で
は
、
妊
産
婦
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
制
度

の
対
象
と
な
る
こ
と
を
示
す
「
登
録
証
」
を
交
付
し

ま
す
。

「
登
録
証
」
は
、
こ
の
制
度
の
補
償
対
象
の
認
定

審
査
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
出
産
後
も
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
生
活
福
祉
課
　
電
話
５
８
―
８
２
０

３
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中
高
年
齢
職
業
相
談
室
が
廃
止
に
な

り
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢
（
２
７
）
８
６
８
９

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
伊
勢
市
八
日
市
場
町
）
に
あ
る

中
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
が
、
３
月
30
日
で
廃
止
に
な

り
ま
す
。
廃
止
後
の
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
な
ど
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢
で
行
い
ま
す
。



二
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座
開
催

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
　
（
２
３
）
５
５
３
５

三
重
建
労
伊
勢
支
部
で
は
、「
二
級
建
築
士
受
験
準

備
講
座
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
講
習
期
間

３
月
下
旬
〜
９
月
　
週
３
回
程
度

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

▼
講
習
回
数

A
コ
ー
ス
　
51
回

（
構
造
・
計
画
・
施
行
・
法
規
・
製
図
）

B
コ
ー
ス
　
15
回
（
製
図
）

▼
会
　
場

三
重
建
労
伊
勢
支
部
第
２
会
館

▼
受
講
料

A
コ
ー
ス
　
７
０
０
０
０
円

B
コ
ー
ス
　
４
０
０
０
０
円

▼
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

イ．

建
築
実
務
の
経
験
７
年
以
上

ロ．

国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目

を
修
め
て
卒
業
後
、
所
定
の
実
務
経
験
者
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平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

免
除
・
猶
予
の
制
度
に
つ
い
て

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所
　
０
５
９
６
（
２
７
）
３
６
０
４
　

（
一
）
国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
21
年
度
は

月
額
１
４
６
６
０
円
に
な
り
ま
す
。

（
二
）
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
免

除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
し
て
下

さ
い
。

こ
れ
ら
の
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
た
期
間
は
未
納

と
は
な
ら
ず
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資

格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
時
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
保
険
料
免
除
制
度

経
済
的
理
由
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
難
し
い
と
き
、

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
れ
ば
、
全
額
又
は
一
部
（
3/4
、
1/2
、
1/4
）
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
分
に
つ
い
て
は
６
月
末
ま
で
、
平
成
21

年
度
分
に
つ
い
て
は
７
月
か
ら
受
付
い
た
し
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

本
人
が
30
歳
未
満
の
場
合
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年

度
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
世
帯
主
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
本
人
が
学
生
の
場
合
、
本
人
の
前
年
度
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
し
て
満
額
の
年

金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
免
除
な
ど
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
加
算
額
を
上
乗
せ
し
た
保

険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸

付
、
介
護
料
の
支
給
な
ど

（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
三
重
支
所

０
５
９
（
３
５
０
）
５
１
８
８

■
育
成
資
金
の
貸
付

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡
又
は
重
度
の

後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳
か
ら
中
学
生

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

貸
付
金
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
一
時
金
１
５
５，

０
０
０
円
、
決
定
月
以
後
月
額
２
０，
０
０
０
円
、
小

学
校
と
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
と
し
て
４
４，

０
０
０
円
で
、
返
済
期
限
及
び
方
法
は
、
20
年
以
内
で

月
賦
等
に
よ
る
均
等
払
い
で
す
。

■
介
護
料
の
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
に

損
傷
を
受
け
、
後
遺
障
害
の
程
度
が
左
記
に
相
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
　
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
の
「
介
護

を
要
す
る
後
遺
障
害
」
等
級
第
１
級
１
号
・
２
号

で
常
時
要
介
護
の
方

介
護
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
応
じ
て
、
月
額
５
８，

５
７
０
円
〜
１
３
６，
８
８
０
円

②
　
①
の
等
級
で
随
時
要
介
護
の
方

月
額
２
９，
２
９
０
円
〜
５
４，
０
０
０
円

※
事
故
が
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
方
は
、
等
級
認

定
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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国
家
公
務
員
募
集

人
事
院
中
部
事
務
局
０
５
２
（
９
６
１
）
６
８
３
８

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/
s
a
iy
o
/
s
a
iy
o
.h
t
m

人
事
院
は
平
成
21
年
度
中
に
次
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。
申
込
用
紙
・
受
験
案
内
は
郵
送
で
も
請
求
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
人
事
院
中
部
事
務
局
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

▼
1
種
試
験

４
月
１
日
（
水
）
〜
８
日
（
水
）

▼
2
種
試
験

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
11
日
（
土
）
〜
15
日
（
水
）

・
郵
送
又
は
持
参

４
月
13
日
（
月
）
〜
22
日
（
水
）

▼
3
種
試
験

６
月
23
日
（
火
）
〜
30
日
（
火
）

受
験
案
内
等
の
配
布
開
始
日

▼
1
種
、
2
種
…
…
２
月
２
日
（
月
）

▼
3
種
…
…
…
…
…
５
月
11
日
（
月
）

I n f o r m a t i o n  3  - M a r c h -

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の

完
全
移
行

２
０
１
１
年
７
月
24
日

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
を
視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
を
買
い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
視
聴
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

受
信
相
談

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

視
聴
エ
リ
ア

（
社
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協

会
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.d-pa.org

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送

ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
９
６
（
２
７
）
０
７
０
０

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換
な
ど

を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
身

に
お
ぼ
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※お問合せは、それぞれの保育所へ
お願いします。

外城田 58-3925 田丸 58-3077 
有田 58-4411 下外城田 58-4932

ありがとう手帖 ありがとう手帖 ありがとう手帖 
【1月19日】
●玉城町カラオケボランティア・カナリヤ会　様 34,103円
【ふるさと応援寄附金（1/1～1/31）】
●片桐規雄様ほか9名の方から、総額96,000円のご寄附をいただ
きました。
※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

《社会福祉協議会》
【1月9日】
●夢屋玉城店　チャリティーフリーマーケット

フリーマーケット楽市楽座　様 9,602円
【1月19日】
●鳳城朋美新曲発表

チャリティー歌謡実行委員会　様 68,694円

町立保育所
園庭開放のご案内

３月４日（水）
（田丸保育所・有田保育所）

３月18日（水）
（外城田保育所・下外城田保育所）
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本
居
宣
長
、
紀
伊
徳
川
家
当
主
の

徳
川
治
貞
（
九
代
）
を
説
諭
！

二
十
三

時
の
為
政
者
に
お
も
ね
る
こ
と
も
な
い
真
の
学
者
の
眼
は

鋭
い
。
流
石

さ

す

が

に
炯
眼

け
い
が
ん

で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
頃
、
松
坂
に
い

た
有
名
な
国
学
者
本
居
宣
長
は
、
紀
伊
徳
川
家
に
請
わ
れ
て
、

若
山
に
赴
き
、
塾
を
開
い
て
、
多
く
の
子
弟
を
教
授
し
て
い

た
。折

し
も
、
紀
伊
徳
川
家
の
財
政
は
火
の
車
で
、
役
人
が
勤

め
先
で
費
消
す
る
消
耗
品
の
節
約
や
町
在
で
の
普
請
を
抑
止

す
る
程
度
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
側
近
衆
が
考
え
た
の
は
、
役
人
ど
も
に
お
勝
手
不

如
意
を
解
消
す
る
た
め
の
妙
案
を
熟
慮
さ
せ
、
文
書
に
し
て

奉
行
所
へ
提
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
に
し
ろ
、
妙
案
が
浮
か
ば
な
い
者
も
そ
の
旨
を
書
い
て

文
書
を
出
せ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
面
白
い
。
が
、
残
念

な
事
に
は
眼
の
覚
め
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
、
お
勝
手
不
如

意
解
決
策
は
皆
無
だ
っ
た
ら
し
い
。
萬
歳
留
に
も
全
く
後
日

ど
う
な
っ
た
の
か
、
記
録
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
役
人
の
一
人
（
宣
長
に
師
事
し
て
い

た
）
が
先
生
も
妙
案
を
書
い
て
提
出
す
る
よ
う
勧
め
た
の
で

あ
る
。

日
頃
軽
妙
洒
脱

け
い
み
ょ
う
し
ゃ
だ
つ

で
理
論
家
で
あ
っ
た
宣
長
は
即
座
に
引
受

け
、
書
き
上
げ
て
、
そ
の
門
弟
に
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
そ
の
妙
案
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
。

記
録
に
は
な
に
も
な
い
。

が
、
幸
い
に
し
て
宣
長
は
、
そ
の
原
稿
を
残
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
を
紹
介
す
る
。

（
筑
摩
書
房
刊
　
本
居
宣
長
全
集
八
巻
（
注
）
紙
面
の
都

合
で
、
要
点
を
ま
と
め
現
代
文
に
書
き
換
え
て
提
示
）

「
秘
本
玉
く
し
げ
」

（
美
麗
な
櫛
の
意
）

（1）
今
の
世
の
人
々
（
役
人
）
の
身
分
の
あ
り
方
は
上
中
下
と

も
に
、
殊
の
外
「
重
々
し
過
ぎ
る
」。
上
が
重
々
し
く
す
る
の

で
、
続
く
人
も
重
々
し
く
す
る
。
近
頃
諸
大
名
の
家
々
で
お

勝
手
が
火
の
車
で
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
家
来
も
、

必
要
で
な
い
の
に
「
重
々
し
く
」
す
る
た
め
に
、
何
人
も
従

え
る
。
経
費
も
そ
の
た
め
に
無
駄
が
多
く
な
る
。

解
説

封
建
体
制
で
身
を
固
め
て
い
る
お
偉
方
に
見
事
に

ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ウ
を
食
ら
わ
す
冒
頭
文
で
あ
る
。
簡
単
に
言
う

な
ら
ば
、
恰
好
を
付
け
る
た
め
に
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を

着
け
た
り
、
必
要
も
な
い
家
来
を
何
人
も
従
え
て
い
る
か
ら
、

無
駄
な
経
費
が
か
か
る
の
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
粗
末
な

衣
装
を
着
て
、
家
来
の
人
数
も
減
ら
せ
ば
、
経
費
が
余
る
で

は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

（2）
今
役
職
も
な
い
の
に
、
禄
を
食は

ん
で
い
る
人
々
が
い
る
が
、

農
作
を
さ
せ
、
婦
人
は
工
場
で
働
か
せ
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
な
れ
ば
お
勝
手
の
助
け
に
も
な
る
し
、
又
武
士

の
筋
骨
逞た

く
ま

し
く
な
っ
て
甚
だ
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

解
説

無
役
の
人
や
用
の
無
い
家
庭
婦
人
も
働
か
せ
な
さ

い
と
い
う
の
だ
。
無
駄
を
省
く
に
、
こ
れ
以
上
の
良
策
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

（3）
戦
国
の
時
代
が
終
わ
っ
て
、
乱
れ
た
事
は
収
ま
っ
た
が
、

武
士
の
数
も
減
少
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
従
っ
て
年
貢
も
減

少
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

解
説

太
平
の
世
の
中
で
あ
る
の
に
、
戦
乱
時
を
想
定
し

て
、
武
士
を
保
持
し
て
い
る
か
ら
、
年
貢
を
減
少
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

（4）
年
貢
を
、
元
々
か
ら
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る

か
ら
、
み
だ
り
に
百
姓
を
し
い
た
げ
る
こ
と
と
な
る
の
だ
。

年
貢
が
多
い
た
め
に
、
米
は
上
へ
上
げ
て
、
自
分
は
米
な
ら

ぬ
粗
末
な
物
を
の
み
食
し
て
す
ご
し
て
い
る
。
こ
の
事
を
思

う
と
今
の
百
姓
は
い
と
も
い
と
も
あ
わ
れ
で
ふ
び
ん
で
あ
る
。

上
々
も
下
の
役
人
も
、
百
姓
を
あ
し
ら
う
に
、
露
ほ
ど
も
恵

み
い
た
わ
る
心
は
な
く
、
年
貢
は
出
す
べ
き
筈
の
も
の
と
考

え
、
年
貢
の
ほ
か
に
も
様
々
の
こ
と
を
工
夫
し
て
、
た
だ
ひ

た
す
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
を
勤
め
と
し
て
い
る
か
ら
、
百
姓

を
苦
し
め
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

【
原
作
提
供
者
　
加
納
利
和
】

有 料 広 告

【料金】

・裏表紙下段・・・5,000円/回

色：カラー　サイズ：7cm×9cm

・中面の下段・・・8,000円/回

色：２色　　サイズ：7cm×18cm

・中面の下段・・・4,000円/回

色：２色　　サイズ：7cm×9cm

なお、掲載は玉城町広報広告掲載取
扱基準によります

お問合せ

玉城町総務課（58）8200

広告募集中！広告募集中！ 広告募集中！ 
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T a m a k i  T o p i c s

〒519-0503　伊勢市小俣町元町1648-10 
Web：http://www.safety-nanbu.com 

mail : nanbu@safety-nanbu.com

今年高校を卒業されるみなさ～ん♪♪ 
あなたに合わせた 
スケジュールで 
夏休み中に 
免許が取れる♪ 

今春、高校を卒業された方が、 

３月末までに申し込みされた場合、 

夏休みにお申込みするよりも、なんと！ 

￥31,500円もお得です！！ 

夜間料金・ 
夏休み料金が 

無料!!夏休み早割VIPプラン 
スケジュール作成 

ポイント① 

夏休み早割ＶＩＰプランのおすすめポイント! !

予定に合わせて、各個人専用の
オリジナルプランを作ります。 

検定補習料金無料！ 

ポイント② 

試験に弱い、本番が苦手、緊張し
ても安心です。 

友人に再会できる♪ 

ポイント③ 

県外に進学された方も、夏休み
に帰省してみんなが集まります。 

有 料 広 告

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）                  
2月28日～                  
・３歳児生活発表会（田丸保育所）                  
・ウィンターフェスタ                  
・確定申告はじまる　　　　　　　　　　など             
3月7日～                                 
・美し国三重市町対抗駅伝                  
・５歳児交通安全指導（外城田保育所）　　など　　　　　  
3月14日～                 
・わくわくスポーツ塾                  
・春の全国火災予防運動　 　　　　　　 など     
3月21日～ 
・保育所の活動　　　　       　　     　  など    

行政・広報番組、企画・特別編集番組など                 
3月1日～                  
・第３回ふるさと講演会                     

3月16日～                                 
・「二胡」ふれあいコンサート   

役場職員が町の事業紹介、お知らせなど 
3月5日～                  
・税務住民課からのお知らせ                              
3月20日～                                  
・水道事業の推進                 

町のお知らせ番組（音声付文字情報）                 
・番組の紹介、行政情報など                   

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。 
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。 

CATV
10ch
CATV
10ch

番組に対するお問合せ 

放送に対するお問合せ 

総務課　　　　　　　TEL 58-8200

（株）アイティビー制作部　TEL 27-0700

00 
15 
30 
45

00

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

知っ得、納得①
知っ得、納得②
ちょっとたまき①
ちょっとたまき②

ビデオレポート 

特別番組 

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 

ビデオレポート（毎週土曜日更新） 

特別番組（毎月1日・16日更新） 

知っ得、納得（毎月5日・20日更新） 

ちょっとたまき（毎週土曜日更新） 

議会放送（当日終了まで） 

2月25日～3月24日 

注意：番組は予告なく変更する場合があります。 



診療案内 玉城病院  TEL 58-3039

午前 8：45 

12：00
〜
 

午後 3：00 

5：00
〜
 

水曜日は6：00まで 

曜日 

診療科目 
診療時間 月 

内　科 小　林 小　林 小　林 

本泉院長 

関　口 

松　尾 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

関　口 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

三重大学 
整形外科 

三重大学 
循環器科 

休診 

三重大学 
外科 

9：00～12：00

三重大学 
皮膚科 

小　林 小　林 

安　田 

安　田 

5：00～6：00
小　林 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

外　科 

整形外科 

特殊外来 

内　科 

外　科 

火 水 木 金 土・日・祝日 

≪休日・夜間はこちらへ≫ 伊勢市休日・夜間応急診療所 
伊勢市八日市場町13-1（伊勢市福祉健康センター内）内科・小児科 TEL25-8795、歯科 TEL27-0829 
※診察を受けられる方は、必ず保険証をご持参ください。 

夜間、土日、祝日の急病診療は、医師、看護師不足によりお断りする場合がありますのでご了承ください。 

有 料 広 告  

（平成21年1月31日現在） 人口 
男 

女 

世帯数 

第431号　平成21年3月号　編集：広報たまき編集委員会 
発行：玉城町役場総務課 
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2 
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp 
e-mail  info@town.tamaki.lg.jp

15,299人（－2人） 

7,474人（－3人） 

7,825人（+1人） 

4,993世帯（+8世帯） 

 

（ 　）は1月1日以降の増減 

TEL 58 - 8200   FAX 58 - 4494 

TEL 58 - 8200 

TEL 58 - 8201 

TEL 58 - 8203 

TEL 58 - 8207 

TEL 58 - 8205 

TEL 58 - 8204 

TEL 58 - 8210 

TEL 58 - 8211 

TEL 58 - 8212   FAX 58 - 7588 

TEL 58 - 3039   FAX 58 - 7299 

 

TEL 58 - 3770   FAX 58 - 3790

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

編 集 後 記  

地域おこしを応援する「美し国おこ
し・三重」。心に秘めた夢を叶えるチ
ャンスかも。６年の間にたくさんの
グループができ、みんな笑顔になれ
る活動につながることを願ってい
ます。 
撮影:広報編集委員会 

■玉城町役場 

　●総務課 

　●税務住民課 

　●生活福祉課 

　●上下水道課 

　●建設産業課 

　●農林商工課 

　●出納室 

　●議会事務局 

　●教育委員会（村山龍平記念館） 

■玉城病院 

■ケアハイツ玉城 

　●介護老人保健施設 

 

 

　●訪問看護ステーション 

　●訪問介護ステーション 

　●居宅介護支援事業所  

■健康管理センター  

   （地域包括支援センター・子育て総合支援室) 

■保健福祉会館 

■社会福祉協議会 

■中央公民館 

■アスピア玉城 

　●玉城ふれあいの館 

　●ふるさと味工房 アグリ 

■さくら児童館 

■梅がおか児童館  

■いなほの郷児童クラブ室 

 

 

TEL 58 - 8822 

TEL 58 - 7373   FAX 58 - 7625 

　 

TEL 58 - 8000  

TEL 58 - 6915   FAX 58 - 6916 

TEL 58 - 6331   FAX 58 - 7755 

 

TEL 58 - 8800   FAX 58 - 8801 

TEL 58 - 8686　FAX 58 - 8687  

TEL 58 - 8527   FAX 58 - 8528 

TEL 58 - 8345   FAX 58 - 8346 

TEL 58 - 3956   FAX 58 - 3956 

　　　　   TEL 58-8213休日・夜間当直室 

TEL 58 - 8117｝ 

広報たまき 

お 知 ら せ  お 知 ら せ  

Mie Tamaki Town
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